
             

安芸の宮島訪問記 

～♪～ 弥山登山・広島大学自然植物実験所見学・厳島神社観光 ～♪～ 

 

 12月 2日（月）、きっかけがあって、初めて宮島を訪れました。今年の秋は暖かかったせいでしょ

うか、それとも例年通りのことでしょうか、ちょうど紅葉が見頃でした。平日でも観光客が多く（当

たり前？）、インバウンドの外国人客（欧米系、アジア系）も随分多く見受けられました。 

   

１ 弥山（みせん）登山 
1-1弥山の概要 

弥山は、宮島の中央部にあ 

る標高 535 mの山で、古く 

から信仰の対象になってきた 

そうです。山頂には、史跡、 

巨岩、歴史的文化財が点在し、 

「宮島弥山展望休憩所」が設 

置されています。 

山麓は、ユネスコ世界遺産 

「厳島神社」の登録区域の一 

部となっており、北側斜面は、 

国の天然記念物「瀰山原始林」 

に指定されています。 

たった標高 535ｍと思い 

がちですが、ナント千葉県の 

最高標高地点より高く、登山口はほぼ海抜０ｍなので、標高差が正味 500ｍ以上もあって、バカにし

てはいけません。登りは紅葉谷コースを２時間ほど、下りは大元コースを１時間ほどの行程でした。 

 

1-2弥山の植物 

房総では見られない種々の常緑樹との出会いを期待していたのですが、期待どころか周囲は常緑樹

ばかりで、高木など何が何だかほとんど分かりませんでした。

そのような中で気づいたことを３点だけ書いてみます。 

一つ目は登山口周辺の、モミとイロハモミジとの共存（写真

１）でした。広島大学デシタルミュージアムによれば、「宮島で

海岸近くのモミ林は、大規模な土石流があまり人為的攪乱を受

けないまま放置されたことが成立要因の一つとして考えられ

る。」とのこと。また、カエデ類は植栽されたもののようです。 

二つ目は、海岸から山頂までウリハダカエデが見られたこ

と。通常は標高 1,000m前後の山地で見られます。不思議に思

いましたが、同サイトでもその事実しか述べられていません。 

三つ目はホウロクイチゴ。トゲが多いのでシカが食べないよ

うです。同サイトによれば「南方系の植物で、宮島はその北限

に近い」とのことで、千葉県では見られません。右の写真２

は、同種（左下）とコシダ（右上寄り）とウリハダカエデ（紅

葉）が共存している、ちょっと不思議に感じた光景です（右上

はヒサカキ）。他に判別できたものとしては、有毒植物など（シ

キミほか）、シカが食べない植物が目立ちました。 

廿日市市サイトより 

写真１ 

写真２ 

ロープウェイ 
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２ 広島大学自然植物実験所 
正確には『広島大学大学院理学研究科付属宮島自然植物実

験所』と言う、随分長い名称です。また、同施設が『宮島の

植物と自然』を編集発行しています。 

弥山大元コースを下山中（12 時半頃）、せっかくなので下

山先の大元公園から 4 ㎞のところ（厳島神社とは反対方向）

にある同実験所に寄ってみよう、と急きょ思い立ちました。

しかし島内の移動手段は徒歩のみで、４㎞と言う距離は、弥

山登山後の老体にはそう甘くはありません。そこで、30分だ

けその方面に進んだら戻ることにしました。時間に余裕があ

れば半日近くかけたいところでした。 

大元公園から海岸沿いの道路を歩いていくと、間もなく同

施設所有地に入ります（写真３）。道路沿いの斜面林には、時

折り樹名板が設置されていました。残念なことに、高木が多

いので、枝先の葉まで確認するのは至難の業でした。  

写真４は、ハスノハカズラ（ツヅラフジ科）。国内では西

日本に分布生育し、宮島では明るい場所なら至る所で見られ

ました。広島大学関連サイトでは、近縁種に有毒のものが多

く、シカが食べている様子もないことから、本種も有毒なの

ではないかと記しています。葉がハスの葉のように楯状につくことから命名されたようです。 

 

３ 厳島神社 
平清盛が建立したものとばかり思っていましたが、そうではなく、創建は推古天皇即位の年（593

年）であると伝えられる、とか。後に、安芸守となった平清盛が当社を篤く崇敬し、1168 年に寝殿

造の様式を取り入れた社殿に修造した、のだそうです。 

有名な大鳥居（国重要文化財、世界遺産）は、平清盛が創建したとされ、主柱 2 本はクスノキの自

然木が使われているそうです。遠くから見ると、まるでコンクリートなどの人工物を材料としている

かのように見えますが、近づいてみると、主柱の微妙な曲線が、自然木であることを如実に物語って

います。そして、本当に大きいことが実感できます。清盛の信仰の篤さだけでなく、絶大な権力を誇

示しているようにも感じ

られます。平家の栄枯盛

衰や長い歴史の流れを感

じずにはいられません。 

ところで、写真の左下

付近、大鳥居に近づいて

きた雄鹿が一頭、お分か

りでしょうか？どこから

ともなく近寄って来たそ

の光景と時間、何だか

『もののけ姫』のシシ神

を思い起こさせ、幻想

的、神秘的で、しばらく

見入ってしまいました。 

 

（記：茂原市   望月力智） 

写真３ 

写真４ 
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ムシたちの面白写真/202４年 

～おや？なるほど！そうだったのか！～ 

私にとって 12 月は、1 年の振り返りとデータを整理しながら来年の計画をたてる月です。データ

を整理した際に出てきた写真の中から印象に残ったムシを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜マイマイカブリが、カタツムリを被ってやって来た＞ 

2022 年 11 月、雑木林を散策している時でした。 

おや？：何やら白い帽子を被った黒いムシがノコノコと私に近づいてきました。 

なるほど：白い帽子は、「カタツムリ」で、黒いムシは、「マイマイカブリの幼虫」でした。 

そうだったのか！：カタツムリを被った様子は、正に「マイマイ（カタツムリ）カブリ（被り）」でした。 

なんと！：捕食の様子を観察したくて、ケースに入れてもカタツムリを放り出して逃げませんでした。そして、落ち着

くと捕食を始めました。「ようやく捕らえたカタツムリを放すものか！」といったところでしょう。 

マイマイカブリは、成虫で越冬することが知られています、11 月下旬なのに幼虫のままでどのように冬を越すのでし

ょうか？謎です。11 月の幼虫がどのような形で冬を越すのか現在追跡中です。 

食事の様子① 

青く光る体、体側面の鱗のような突起、尻から突き出

る角のような尻尾などとてもカッコいい！ 

まるで、恐竜のようです。 

カタツムリを被ってノコノコ近づいてくるマイマイカブリの幼虫 私を全く気にすることもなく通り過ぎていきました 

食事の様子② 

カタツムリの殻が透けて、食事の様子がわかります。 

殻の中に泡が確認できます。泡は、消化液によってカ

タツムリの体が溶けて発生しているのでしょうか？ 

カタツムリを被っ

た姿は、まさにマ

イマイカブリ。 

「名前のまんまだ

な」と思う。 

カタツムリを被っ

ていない姿は、正

体不明の不気味な

黒いムシ。 
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西野孝法（千葉市） 

＜モズの「はやにえ」にされた幼虫＞ 

撮影日は、2019年 11月 19日。これにより、11月にマイマイカブリの幼虫がいることを知りました。 

＜モズの「はやにえ」にまつわる話＞ 

今から 50年以上も前のことです。 

私が、図鑑でモズのはやにえを見ていると、父が、私に話しかけてきました。 

父「モズは、ムシの他にカエル、トカゲなども枝に ちっくり 刺すのじゃ。」 

父「わしが、小さいころ、モズのはやにえで、冬の雪の量を占っていたんじゃ。」 

私「どういうこと？」 

父「はやにえが、高いところにあると雪が多い、低いところにあると少ないということじゃ。」 

※私たちは、福井県嶺北地方（五箇地区）で、山（谷山）の裾に住んでいました。文中の「ちっくり」は方言で

す。 

今回のはやにえ（マイマイカブリ、イナゴ）は、私の目の高さですから、低い位置にあるということになります。

つまり、雪が少ないということになるようです。はやにえの撮影地は千葉県ですから、占いは、当たっているので

す？？？ 

モズが、雪の量を知っていて、はやにえの高さを変えているとは思えませんが、現代と違って情報の少ない昔（戦

前）は、自然の変化を見て行動していた証だと思います。「昔の人たちは、生活の中で自然を見る力が養われてい

た」と感じた話でした。 

はやにえの高さで降雪量を

占っていた？ 

＜食事の様子（成虫）＞ 

＜カタツムリ殺人事件／容疑者は、マイマイカブリ＞ 

大きなカタツムリを食べ

る成虫。 

カタツムリは、殻の奥に

逃げますが、マイマイカ

ブリは、殻を砕いて奥に

逃げたカタツムリを追い

詰めて行きます。 

樹液に訪れ

た成虫。 

クワガタ探

しで出会い

ました。 

殻が無残にも砕かれ

たカタツムリを見つ

けました。 

中は、空っぽでし

た。 

このことから、マイ

マイカブリの仕業と

判定しました。 

砕 か れ た 殻 か

ら、汁が流れ出

ていました。こ

の汁を目当てに

ヒカゲチョウが

集まっていまし

た。 

汁は、溶かされたカタツムリの本体で、マイマイカブ

リの消化液によって溶かされたものと判定しました。 

会員の広場（2025年1月） 
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使える箱いっぱいの年末 

LEAF の研修会に参加した。令和４年に同じ研修会を申し込み、応募者多数で落選し、悔しかった思い

出の研修会で、令和５年は日程確認すると、外せない予定と重なり、今回こそは勢い込んで出かけた。 

 受付で養生テープを渡され、「呼んでほしい名前、ニックネームどちらでよいので書いて、つけてくだ

さい」と、「「ちっっと様子が違う」内心ドキドキ。部屋に入ると１５人の少人数。すると知人が４人もい

てびっくり。「なーんだ、らくちん」と安心した。 

 講師の伊藤正侑子さんの話で始まったのは、自己紹介。しかも２分間で仕上げること。スマートフォン

を取り出しタイムスイッチをオンにする。ちっっとしか目があげられない。伊藤さんから「今日は呼んで

ほしい名前を呼ぶことにしますよ」とおまけまでついてきた。 

東葛自然観察会では参加者となじむまでに時間がかかりますが、よくよく考えてみると、目的を持った

小集団での観察会には有効な手段かもしれないと、「使える」の箱にいれることにしました。 

午前中の室内での学習を終えて、午後から野外での研修。

「袋の中身あて」ゲームです。袋の中身を森から探し出しま

す。中身は見られないので手の感覚だけで袋の中に入ってい

るものを想像して探します。触覚を手掛かりに目で探すとい

う高等テクニックです。時間は３分間しか与えられません。

それでも正確に中身と同じものを掴んでくる参加者がいて、

これには驚きました。 

次に「森の音探し」。忘れもしない１０年前に埼玉県北本市

で行われた自然観察指導員講習会の初日に受けた研修のひ

とコマと同じです。「「視覚情報に頼ることが多いので、視覚以

外の感覚を開く」と HP に解説があります。耳には自信がありましたが、大きな音に気を取られ、何種類

か聞こえる音が引き算されてしまいました。 

森に入って「「ひとつだけ特別のもの」を見つけます。森か

ら５つだけ材料を集めてきます。そのうち４つと違う特徴を

持つものをひとつ持ってきて、相手に何が特別で、特徴は何

かを当ててもらいます。「これか、あれか」と人を迷わせ、惑

わせるゲームです。自然の素材に目を向け、特徴を観察する

クイズにすることで創造性を養うとLEAFのHPに謳われてい

ます。 

次は謎のコップ３つの紙コップに３種類の森のものを入

れ、探し当てるゲームです。先ほどは触覚、今度は聴覚です。

ガザガザ、カサカサ、ゴロゴロと見えないコップの中で音だ

けがします。その音を頼りに森から探し当てます。 

この研修会はちっっとした異空間に入れられた感じ。緊張感とワクワク感が入り交じります。時に観察

会メインで動いていると、参加者たちからの質問に答えてしまい、「「これこれですよ」と説明口調になっ

てしまうことが多く、一緒に考えてみることが少なくなっていることが多いのも事実です。「「使える」ヒ

ントがいっぱいあって、箱にだいぶ貯まりました。（松戸市 藤田 隆） 

 
袋の中身あて 

 

ひとつだけ特別 



クマガイソウの講演会 

クマガイソウの不思議（わかっていること・わからないこと）と題した講演会が下記日程で開催されます。 

私も佐倉里山自然公園での保護活動について１５分ほど話します。当日のパワーポイント資料から一部をコピー

した写真を下に並べましたので、大よそのストーリーは想像できると思います。 

   

自生地の竹林への小径 初開花２０１７年 ２０２４年の開花期 

   

どこにもある荒廃竹林 ２０１５年整備開始 整備作業に終わりなし 

メイン講師は福島大学共生システム理工学類の山下由美さんです。この先生には２０１８年に佐倉市で講演して

頂きました。各地のクマガイソウ遺伝子を研究の中で、私達が佐倉で保護している群落、四街道の群落は共に 

日本で有数の遺伝子多様性があり、種の保全上で重要な事が紹介されました。 

当時は遺伝子の事は何も知らず、単に絶滅危惧種が身近に自生しているので、何とか保護したいと思っていたも

のが国内でも非常に貴重で重要な群落と知り、驚くと同時に責任の重さを感じたものです。 

先生はその後、播種実験を繰り返していて、菌類との共生と発芽までのプロセスを探っていますので、今回も面

白い最新情報が研究者自身の言葉で聞けるものと期待しています。他に任海正衛、原慶太郎各氏が登壇予定です。 

 

日時 ２０２５年２月２日（日） １３：３０～１６：３０（１３時開場） 

於： 四街道文化センター ３０１／３０２号室 

主催 NPO法人四街道メダカの会 共催 佐倉花の里プロジェクト 

後援 四街道市 佐倉市 四街道市教育委員会 四街道自然同好会 たろやま会 

   （公財）佐倉緑の基金 佐倉自然同好会 

定員 １００名（当日先着順で受け付け） 

参加費 ２００円 

 

＊＊定員が少なめなので指導員協議会の皆様が遠方より来られても先着順で入場できなくては気の毒ですから 

  主催者にお願いして私の関係者席とした若干の枠を確保しました。 

  希望者は saka.nabana@catv296.ne.jpまでご連絡下さい。         佐倉市 坂本文雄 
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